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●要約 

化学療法薬アドリアマイシンは致命的な心臓毒性を引き起こす可能性があるため、その用法は複雑なものになって

いる。アドリアマイシンはＤＮＡ塩基対の損傷を誘発することで癌に対する効果を発揮するが、同時に、フリーラ

ジカルを発生させることにより毒性副作用を引き起こす。マウスを対象とした本研究では、アドリアマイシンによ

る死亡率は、対照群（通常の餌を与えた群）では６０％に達したのに対し、Ｍ４を６％添加した餌を与えた群では

２０％、Ｍ５を０．２％添加した餌を与えた群では４０％であった。 


